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１０．１３現業統一行動
第１次全国統一行動２００６．９．２５

No.929 職職場場要要求求をを結結集集しし
全全組組合合員員参参加加ののととりりくくみみをを

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

００６６確確定定ののたたたたかかいい
総総学学習習でで意意思思統統一一

村
田
書
記
次
長（
写
真
左
）の
話
が

わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
し
た

���������	
�
�
���������

０６
人
事
院
勧
告
に

怒
り

前
半
は
、
０６
人
事
院
勧
告
の

問
題
点
を
説
明
さ
れ
、「
従
来

通
り
の
官
民
比
較
方
式
で
あ
れ

ば
、
１
・
１２
％
の
賃
上
げ
・
一

時
金
も
０
・
０５
月
引
き
上
げ
」

が
比
較
企
業
規
模
を
１
０
０
人

以
上
か
ら
５０
人
以
上
に
引
き
下

げ
た
た
め
、
不
当
に
も
ゼ
ロ
勧

告
と
な
っ
た
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

所
定
労
働
時
間
も
民
間
の
平

均
は
一
日
７
時
間
４５
分
な
の

に
、
一
日
８
時
間
の
公
務
職
場

の
時
間
短
縮
を
行
う
ど
こ
ろ

か
、
休
憩
・
休
息
の
改
悪
を
行

お
う
と
し
て
い
る
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

成
果
主
義
賃
金
導

入
で
職
場
は
？

後
半
は
、
人
事
評
価
制
度
と

成
果
主
義
の
問
題
点
を
説
明
。

「
今
、
な
ぜ
、
成
果
主
義
な
の

か
」「
日
本
の
人
事
考
課
の
特

徴
」
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、「
豊
橋

で
人
事
考
課
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
給
与
に
反
映
す
る
の
は
反

対
。人
事
考
課
は
あ
く
ま
で『
能

力
開
発
・
人
材
育
成
』
に
限
定

す
べ
き
で
評
価
結
果
は
オ
ー
プ

ン
に
す
べ
き
」
と
し
、
人
事
考

課
に
対
す
る
考
え
方
の
基
本

は
、
�
住
民
の
た
め
に
な
る
制

度
に
、�
職
場
の
団
結
を
深
め
、

職
場
と
暮
ら
し
を
改
善
で
き
る

制
度
に
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
若
手
組
合
員
は
、

「
公
務
職
場
に
成
果
主
義
が
導

入
さ
れ
る
か
も
・
・
シ
ョ
ッ
ク

で
す
！
」「
職
員
間
で
採
点
さ

れ
た
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
乱

れ
、
信
頼
や
き
ず
な
も
な
く
な

り
ま
す
」「
民
間
で
導
入
さ
れ

た
富
士
通
だ
っ
て
失
敗
し
た
っ

て
報
告
あ
る
の
に
導
入
す
る
な

ん
て
反
対
」
な
ど
の
感
想
を
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

０６
確
定
ス
タ
ー
ト
の
意
思
統

一
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

豊豊橋橋市市職職労労はは、、９９月月７７日日本本部部・・支支部部執執行行委委員員対対象象のの賃賃金金学学習習会会
をを開開催催。。県県本本部部村村田田和和広広書書記記次次長長をを講講師師にに迎迎ええ、、会会場場ををううめめつつくく
すす１１００００人人のの参参加加ががあありりままししたた。。参参加加者者のの中中ににはは、、「「興興味味ががああるるしし、、
自自分分のの問問題題だだかからら」」とと一一般般組組合合員員もも数数多多くく参参加加すするる学学習習会会ととななりり
大大成成功功ししままししたた。。

自らの専門性を生かし

仕仕仕事事事ととと市市市民民民のののくくくらららししし守守守るるる共共共同同同のののとととりりりくくくみみみ

名名
古古
屋屋
市市
職職
労労

環環
境境
局局
支支
部部

名
古
屋
市
職
員
労
働
組
合
環

境
局
支
部
は
、
ご
み
収
集
や
処

理
、
処
分
に
た
ず
さ
わ
る
職
員

と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

「
ご
み
問
題
」
の
意
見
を
お
聞

き
し
よ
う
と
市
民
向
け
チ
ラ
シ

を
１２
万
枚
作
成
。
金
山
駅
前
な

ど
主
要
駅
頭
街
頭
宣
伝
を
は
じ

め
、
各
職
場
ご
と
に
９
月
か
ら

一
斉
に
戸
別
配
布
と
街
頭
宣
伝

に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
多
い

職
場
で
は
７
０
０
０
枚
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
役
所
職
員
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
ご
み
の
減
量
と
企

業
責
任
の
追
及
を
と
市
民
に
よ

び
か
け
る
カ
ラ
ー
チ
ラ
シ
で
、

ご
み
の
現
状
と
問
題
点
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

家家
庭庭
ごご
みみ
はは

３３
割割
減減
でで
もも

総総
量量
はは
横横
ばば

いい
？？

名
古
屋
の
家
庭
ゴ

ミ
は
８
年
前
と
比
べ

２
０
０
４
年
に
３
割

減
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
資
源
回
収
量
は
２
・

５
倍
に
増
え
、
ご
み
と
資
源
を

あ
わ
せ
た
総
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
す
。
原
因
は
、
缶
類
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
類
等
が
生
産
さ
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

�
企
業
責
任
�
拡
大
生
産
者
責

任
を
よ
り
明
確
化
す
る
。
�
容

器
包
装
の
規
格
統
一
や
リ
サ
イ

ク
ル
し
や
す
い
素
材
の
統
一
を

法
律
で
義
務
付
け
さ
せ
る
。
�

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
も
、
焼

却
ご
み
を
へ
ら
す
こ
と
が
大

切
。
燃
や
す
ご
み
と
埋
立
量
を

へ
ら
す
取
り
組
み
を
す
す
め

る
。
�
ご
み
の
収
集
、
処
理
、

処
分
は
「
儲
け
優
先
」
の
民
間

で
は
な
く
、
市
の
直
営
を
基
本

に
行
う
こ
と
。
等
の
提
案
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
高
齢
者
へ
の

増
税
を
め
ぐ
る
状
況
や
、
市
民

負
担
増
が
広
が
る
今
の
市
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
記
入

で
き
る
ハ
ガ
キ
付
に
。
最
大
の

環
境
破
壊
は
戦
争
で
あ
る
と
訴

え
、
憲
法
９
条
を
守
り
ま
し
ょ

う
と
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

配
布
し
て
一
週
間
で
市
内
各

地
か
ら
５０
通
近
い
ハ
ガ
キ
が
返

送
さ
れ
て
い
ま
す
。「
税
金
の

使
い
道
が
間
違
っ
て
い
る
。
特

に
本
丸
御
殿
の
復
元
等
」「
粗

大
ゴ
ミ
の
申
込
み
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
。
一
考
を
」「
ゴ
ミ

へ
の
企
業
責
任
は
追
及
す
べ

き
」
な
ど
多
く
の
記
述
が
び
っ

し
り
書
か
れ
て
い
ま
す
。

環
境
局
支
部
は
市
民
の
声
を

生
か
し
て
、
自
ら
の
専
門
性
を

生
か
し
、
仕
事
と
市
民
の
く
ら

し
を
守
る
共
同
の
と
り
く
み
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

金山駅前で街頭宣伝

ごみ問題で１２万枚の市民ビラを作成
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（２）自治体 あいちの仲間２００６年９月２５日 第９２９号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
は
９
月
１５

日
〜
１６
日
に
犬
山
市
・
迎
帆
楼

で
第
１
回
拡
大
地
区
代
表
者
会

議
を
８１
人
の
参
加
で
開
催
。
一

日
目
の
全
体
会
で
、井
内
尚
樹
・

名
城
大
学
教
授
の
「
地
域
経
済

と
住
民
の
暮
ら
し
・
・
愛
知
県

政
の
実
態
」
の
講
演
を
受
け
て

情
勢
を
学
び
ま
し
た
。
続
く
特

別
報
告
で
は
、
熱
田
地
区
協
か

ら
住
民
懇
談
会
の
と
り
く
み
、

港
地
区
協
か
ら
地
域
に
憲
法
署

名
で
対
話
、
守
山
地
区
協
か
ら

４
年
に
及
ぶ
守
山
市
民
病
院
存

続
の
地
域
運
動
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

夕
食
後
か
ら
二
日
目
に
か
け

て
行
わ
れ
た
分
散
会
討
論
で

は
、
職
場
や
住
民
と
の
対
話
か

ら
格
差
社
会
が
健
康
格
差
を
生

み
出
し
て
い
る
実
態
や
組
合
が

住
民
懇
談
を
通
し
て
運
動
に
し

て
い
く
必
要
性
な
ど
が
次
々
に

語
ら
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
は
１０
月
に

市
民
犠
牲
と
負
担
の
増
大
に
反

対
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る

運
動
と
し
て
、
独
自
チ
ラ
シ
を

作
成
し
職
場
オ
ル
グ
や
地
域
宣

伝
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

１０
月
８
日
は
２４
節
気
の
寒

露
、
２３
日
は
霜
降
。
い
よ
い

よ
本
格
的
な
秋
と
な
り
、
こ

よ
み
の
上
で
は
冬
は
も
う
す
ぐ

で
す
。
秋
は
便
秘
に
な
り
や
す

い
季
節
と
い
わ
れ
ま
す
。
水
分

補
給
を
怠
ら

ず
、
ナ
シ
な

ど
水
分
を
多

く
含
む
食
品

を
た
く
さ
ん

と
る
よ
う
に

心
が
け
ま

し
ょ
う
。
こ

の
時
期
、
体

を
養
生
す
る

た
め
に
お
へ
そ
に
塩
灸
（
え
ん

き
ゅ
う
。
み
そ
や
ニ
ン
ニ
ク
に

か
え
て
も
よ
い
）
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
特
別
な
症
状
は
な
く

て
も
体
は
結
構
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な

ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ

る
の
が
、
お
へ
そ
へ
の
お
灸
で

す
。お

へ
そ
の
中
央
に
は
「
神
闕

（
し
ん
け
つ
）」
と
い
う
ツ
ボ

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
へ
の
刺
激

は
全
身
の
疲
労
に
よ
い
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
体
を
あ

た
た
め
る
効
果
も
あ
る
と
さ
れ

ま
す
。

ま
ず
、
お
へ
そ
の
上
に
１
セ

ン
チ
く
ら
い
の
厚
さ
で
塩
を
盛

り
ま
す
。
そ
こ
に
親
指
大
の

も
ぐ
さ
を
置
い
て
火
を
つ

け
、
じ
ー
ん
と
熱
さ
を
感
じ

る
ま
で
、
何
回
か
繰
り
返
し

ま
す
。
み
そ
の
場
合
も
同
じ

で
す
。ニ
ン
ニ
ク
の
場
合
は
、

３
ミ
リ
か
ら
５
ミ
リ
く
ら
い

の
厚
さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
ま

す
。
こ
の
と
き
に
使
用
す
る

も
ぐ
さ
は
、
皮
膚
に
直
接
使

用
す
る
と
き
に
使
う
よ
う
な

上
質
の
も
ぐ
さ
で
な
く
て
も

結
構
で
す
。夜
寝
る
前
な
ど
、

体
も
気
持
ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
と
き
に
お
灸
を
す
る

と
、
よ
り
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。

住
民
懇
運
動
や

市
民
宣
伝
を

こ
の
秋
と
り
く
む

��������������
��������������
�
��������������
��������������
��������������

��������������
��������������
														















��������������

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

ツボの話

ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
る

お
へ
そ
へ
の
お
灸

０６年度県本部組合役員学校
次代を担う役員を対象に自治労連運動に確信

の持てる内容で開催します。みなさんのご参加
をお待ちしております。
日 時 １０月１４日（土）午後１時３０分～

１５日（日）１１時３０分
場 所 レイクサイド入鹿・犬山市
対 象 各単組・支部・補助組織の役員・書記

経験２年目までの方

読まれる 待たれる新聞・チラシづくり
第１１回あいち機関紙・宣伝学校
日 時 １０月２８日（土） 午後１時３０分～５時

２９日（日） 午前１０時～午後５時
場 所 労働会館・本館

（金山駅下車 徒歩８分）イオン熱田
ＳＳ手前

内 容 一日目
記念講演－ガンバレ！労働組合機関紙～教宣

活動の役割を考える～
講師 相羽宏紀さん（フリーランスライター）

二日目 実技講座
�新聞作り初心者コース�ビラ作りコース�デ
ジタルカメラ基礎コース�パソコンで新聞づく
りコース（初級編）�パソコンで新聞づくりコ
ース（ステップアップ）
申込み〆切 １０月２０日愛知県本部まで

自
治
労
連
共

済
は
２
０
０
５

年
度
決
算
（
０５

年
６
月
〜
０６
年

５
月
）
に
お
い

て
共
済
剰
余
金

を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
先
の
自
治

労
連
第
２８
回
定
期
大
会
で
個
人

還
元
の
実
施
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。個

人
還
元
の
対
象
と
な
る
共

済
種
目
は
、生
命
共
済
特
約
型
、

医
療
共
済
基
本
型
な
ら
び
に
特

約
型
、
交
通
災
害
共
済
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
今
年
度
の
還
元

か
ら
０５
年
度
制
度
改
定
で
決
定

さ
れ
た
新
た
な
基
準
（
別
記
）

に
よ
る
個
人
還
元
と
な
り
ま

す
。
１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬

に
か
け
て
み
な
さ
ま
に
お
渡
し

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

自自治治労労連連共共済済
「「個個人人還還元元」」実実施施��

９
２
５
号
の
答
え
は
「
ウ
マ

イ
サ
シ
ミ
」
又
は
「
サ
シ
ミ
ウ

マ
イ
」
で
し
た
。
２１
人
の
応
募

が
あ
り
、全
員
が
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

八
神

真
紀（
名
水
労
）

杉
浦

正
子（
西
尾
市
職
）

箕
浦

磯
二（
学
事
労
）

下
條
由
香
子（
豊
川
市
職
労
）

藤
田

佳
代（
瀬
戸
市
職
労
）

南
波
喜
恵
子（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

秀
高（
名
古
屋
市
職
労
）

小
島

克
己（
名
古
屋
市
職
労
）

中
橋
香
那
子（
春
日
井
市
職
労
）

伊
藤
よ
し
子（
学
事
労
）

◆
私
が
働
い
て
い
る
名
古
屋
港

で
は
、
来
年
２
０
０
７
年
が
開

港
１
０
０
年
に
あ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
祭
り
モ
ー
ド

に
な
っ
て
ま
す
よ
ー
。
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
な
ん
か
も

で
き
ま
し
た
（
守
屋
英
孝
・
港

職
労
）

�
ポ
ー
タ
ン
�

で
す
。

◆
１０
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
生
活
保

護
の
職
場
も
パ
ソ
コ
ン
が
導
入

さ
れ
、
介
護
保
険
法
、
自
立
支

援
法
等
新
し
い
制
度
と
な
っ
て

お
り
、
浦
島
太
郎
の
気
分
で
す

（
菅
谷
秀
昭
・
名
古
屋
市
職

労
）
◆
職
場
の
み
な
さ
ん
と
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
解
く
の

が
好
き
で
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
（
田
中
深
雪
・
学
事

労
）
◆
栗
よ
う
か
ん
も
お
い
し

い
け
ど
、
栗
き
ん
と
ん
の
ほ
う

が
好
き
だ
よ
ー
（
林
幸
子
・
西

尾
市
職
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

清
須
市
職
労
（
９
月
６
日
）

執
行
委
員
長

森

茂
子

副
執
行
委
員
長

今
尾

紀
江

〃

山
田
美
智
子

書

記

長

磯
崎
佳
代
子

書

記

次

長

原
田
志
津
子

西
幡
豆
広
域
労
（
９
月
９
日
）

執
行
委
員
長

手
嶋

慎
二

副
執
行
委
員
長

森

光
輝

〃

斉
藤

達
彦

書

記

長

石
川

忍

書

記

次

長

中
村

博
典

〃

鈴
木

裕
貴

犬
山
市
職
労
（
９
月
１３
日
）

執
行
委
員
長

森
川

圭
二

副
執
行
委
員
長

林

達
也

〃

一
柳

佳
誉

〃

江
口

正
英

〃

小
島

千
枝

書

記

長

吉
田

高
弘

書

記

次

長

石
黒

貴
之

瀬
戸
市
職
労
（
９
月
１４
日
）

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

副
執
行
委
員
長

加
藤

徹

〃

近
藤

隆
儀

〃

澤
井

香

書

記

長

遠
藤

勇

書

記

次

長

上
四
元
直
樹

半
田
市
職
（
９
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

杉
本

由
司

副
執
行
委
員
長

村
田

尚
巳

書

記

長

熊
谷

弘

書

記

次

長

大
崎

一
哉

２００５年度制度改定にともないあらたに設置された基準
�火災共済
剰余金処分による個人還元はおこなわず、剰余金のすべてを
特別積立金として、異常危険準備金とともに地震等の大型災害
に備えます。
�個人共済
還元金支給にあたって、加入できる最高の口数に対応する年
掛金（生命・医療共済の「基本型」と「特約型」、交通災害共
済の合計年掛金）を超える共済金（１４４，０００円以上）の給付を
受けた被共済者については、支給対象からはずします。

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
１０
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


